取扱説明書 


Active Sub Woofer System 

ModelCW250A 



はじめに 

このたびは、フォステクス CW 250 A をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。 
CW 250 A は、大型スピーカーでも困難な超低域成分再生を実現するとともに、シアター 
ユースでの LFE を十分な音量で再生するため、適応型制御機能を搭載したアンプ内蔵サ 
ブウーハーです。コンサート会場の広さやソリストの実像のリアリティを表現できる音楽性 
能と、超低域の効果音がを定して再生される映像芸術をご堪能いただけるものと願ってお 
ります。 





























安全上のごミ主意 


ここでは、本機をご使用になる上での安全に関する項目を記載してあります。 

あなたや他の人々へちえる危害や、財産などへの損害を未然に防止するため、ここに記載されている事項をおずりいただく 
ものです。本機をご使用の前には必ずお読みください。 


A 言口 

この表示の欄に記載されている事項を無視して、誤った取 
り 扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定 
される内容を示しています。 


A 注意 

この表示の欄に記載されている事項を無視して、誤った取 
リ扱いをすると、人が障害を負ったり、物的損害の発生が 
想定される内容を示しています。 


給表示について 

本書、および製品の表示には、あなたや他の人々へちえる危害や財産の損害を未然に防ぎ、本機を安全にご使用いただ 
くただ)に、警告またはミち意を促す絵表示を使用しています。これらの絵表示の意巧をよく理解してから本書をお読みく 
ださい。 

絵表示の例 


A 


A 記号は、注意しなければならない 
内容（警告も含みます）を示してい 
ます。具体的な';主意事項は A の中や 
近くに絵や文章で示しています（上 
図の例は「感電';主意」を示していま 
す。 



己号は、禁止内容（してはいけな 
いこと）を示しています。具体的な 
禁止事項は ( S ) の中や近くに絵や文章 
で示しています（上図の例は「分解 
禁止」を示しています。 


运 

♦記号は、強制内容（必ずすること） 
を示しています。具体的な強制事項 
は♦の中や近くに絵や文章で示して 
います（上図の側は「電源プラグを 
コンセントからおく」を示していま 
す。 


警告^^^^^ ■ 


異常が発生した場合 


A 



•万一、煙が出ている、変なにおいや音がするな 
どの異常が態のまま使用すると、义災•感電 
の原因になります。すぐに機器本体の電源を切 
り、必ず電源プラグをコンセントからおいてく 
ださい。異常がなくなったことを確認して販売 
店または当社営業窓□へ修埋の依頼をしてくだ 
さい。お客様ご自身での修理は大変危険ですの 
で、絶対にお止めください。 

•万一、磯器内部に水や異物が入った場合には、 
すぐに機器本体の電源を切り、必ず電源プラグ 
をコンセントから掠いて販売店または当社営業 
窓□へ修理の依頼をしてくださし、。そのまま使 
用すると火災-感電の原因になります。 


A ♦電源ケーブルの断線、な線の露出などケーブル 
が傷んだ場合には、販売店または当社営業窓口 
へ修理を依頼してください。そのまま使用する 
と火災 • 感電の原因になります。 



♦万一、機器を落としたり、カバーを破損した場 
合には、すぐに機器本体の電源を切り、必ず電 
源プラグをコンセントからおいて販売店または 
当社営業窓□へ修理を依頼してください。 
そのまま使巧すると火災•感電の原因になりま 
す。 


設置する場合 



•機器本体に直接水のかかる場所には置かないで 
<ださい。火災*感電の原因になります。特に 
屋外での使用（雨天、降雪時、海岸、か辺）に 
はごミ主意ください。 


♦製品本体の上に巧瓶、コップや水などの入った 

0 容器、または小さな金属物類を置かないでくだ 
さし、。何らかの理由で水がこぼれたり、中に金 
属物が入ったりした攝合、火災•感電の原因に 
なります。 
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使用する場合 

♦電源ケーブルを傷つけたり、加工したり、ね 
rV 1 じったり、引っ張ったり、あるいは加熱したり 

V X / しないでください。ケーブルが破損して、火 

災*感電の原因になります。 

•本機の分解■修埋■改造は絶対にしないでく 
( ^ ] ださ•い。また、本体カバーは絶がに外したゾし 
yJS / ないでください。火災•感電の原因になります。 


/ x 1 •磯器本体または取扱説明書に表記されている 

V N / 電源電圧像庭用100ボルト）な外の電圧では 

^ 使用しないでください。なお、電源プラグは電 

源コンセントに確実に差し込んでご使用くだ 
さい。火災-感電の原因になります。 

/Nflln ♦雷が鳴り出したら、電源プラグには絶対手を 
触れないでください。感電の原因になります。 

•電源ケーブルの上に重いものを載せたり、 
/V 、 ケーブルが本機の下敷きにならないようにし 

V X / てください。ケーブルが傷付いて火災•感電 

^ の原因になります。 


注意^^^^^ 


設置する場合 

♦本機を長期間（ーヶ月が上）使用しない場合に 
ggr は、安全のため必ず電源プラグをコンセントか 

rsc ^ ら巧いてくださし、。接続したままにしても'く 

と、火災’感電の原因となることがあります。 

参油煙や湯気の当たるような場所、あるいは湿 
気やホコリの多いところに置かないでくださ 
し、乂災-感電の原因となることがあリます。 

♦電源ケーブルを熱器具に近付けないでくださ 
し、。 ケーブルの被覆が'寇けて、火災•感電の原 
因となることがあります。 

1 \)参本機をぐらついた台の上や傾いたところな 

>—> ど、不を定な場所に置かないでください。落ち 

たり倒れたりしてけがの原因となることがあ 
ります。 

♦窓を閉め切った車の中や、直射日光が長時間 
当たる場所など、異常に溫度が高くなる場所 
に放置しないでください。火災の原因となる 
ことがあります。 

厂 V 、 •濡れた手で電源プラグの掠き差しはしないで 

V X / ください。感電の原因となることがあります。 

ん、 •電源が入ったが態で、本機を布やふとんなど 
(X ) で覆ったりしないでください。熱がこもり、火 
\ y 災の原因となることがあります。 

A •大きなモニター音で長時間モニターするのは 
/|\ お止めください。聴力障害の原因となること 
/ • \ があります。 

•設置場所を移動したり、運搬するときなどは、 
» 落下させないよう髓にわてくださし、。 


製品をお手入れする場合 

参本機をお手入れする場合には、安全のため電 
gS ^ 源プラグをコンセントから抜いてくださし、。 

VEd 電源プラグを差し込んだまま行うと、感電の 

原因となることがあります。 

雜本機を移動する場合には、電源スイッチを切 
り、必ず電源プラグをコンセントから巧いて、 
fS ^ 雛されている外部機器の臟ケ-プルを外 

してから行ってください。ケーブルが傷付き、 
火災 • 感電の願となることがあります。 

•5 年に一度位は、機器内部の清掃が必要です。 

1 販売店または当社営業窓口へご相談くださ 

A し、。 長期間掃除しないと内部にホコリがたま 

/|\ り、そのまま使用すると火災■感電の原因と 

/ • \ なることがあります。特に湿気の多くなる梅 

雨時期の前に巧ラと、よリ劾果的です。 

使用する場合 

•本機に他のオーディオ機器を接続する場合に 
は、必ず本機および接続する機器の電源を切 
A り、接続する機器の説明書をよく読んで、説明 

/\\ に従って正しく接続してください。また、接続 

' 、 に使用するケーブルなどは指定されたケーブ 

ルを使用してください。 

その他のご注意 

♦本機の近くで携帯電話を使用すると、機器にノイズが入る 
ことがあります。携帯電話のご使用は、本機から離れた場 
戸斤で行ってください。 

♦この製品をラジオやテレビの近くで使用ずると、ノイズや 
雑音が生じることがあります。このような場合には、本機 
をラジオやテレビから離してご使用ください。 

A •本機の電源を入れる前には音量（ボリューム 

/|\ など）を最小にしてください。突然大きな音が 

/ • \ ，中, T 聴十!暗をの原氏!^たる,マ >"ザあホす. 
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製品の主な特長 


■ ロング スト ロー ク高能率 25 cm ウー ハー 

本纖まパーソナルユースの環境に於いて、5巧コントラバスの最低音である 32 Hz は完全に再生しパイプオルガンの 
16 Hz もほぼ再生できる能力を目標としました。このためには、ロングストロークで高能率なユニットが必須の条件とな 
ります。本機のウー/ は、 BKPy 《ルプとケブラーの混抄による高剛性振動板を、1 .1 テスラを超える強力な磁気回路と 

MFB の検出コイルを巻きこんだ特殊ボイスコイルで駆動しており、 90 dB/wm (JIS BOX ) の高能率を確保しています。 
また、エッジには耐久性が高く、軽量で内部損失の多し、 SBR あ発泡ゴムを使用して固有音の低減を図っておん最大 
34.6 mm p - p のロングストロークを実現しリア j レな音像が巧現できます。 

■密閉型キャビネット 

どこまでも正確さをホめ、才ーソドックスな密閉型キャビネットを採用しました。前面バッフルには G 2000と同じ材質の 
CE 合板(楠/ユーヵリ合板)を再合板して 36 mm 厚で使用し天地両側とを面は巧料と板厚を変えて高強度と振動分散 
を両立しています。前面バッフルは、自然木材にピアノ光ミ尺塗装仕上げとし高品位な質感を実現しています（自然木 
がを使用しているため、バッフル面の外観は個々に異なります)。 

また、アンプ部は内圧の嚴響を胁ナるため、独立チャンバーに収めてし、ます。 

本密閉型について 

どんな楽器にも目的の音かの付帯音があります。管楽器の気流音やバルブの動作音、弦楽器の弓を返すときのク 
リック音等です。しかしこれらの音は総て音楽の一部として演奏されるのに対して、バスレフ型キャビネットから発生す 
る付帯音は雑音乂外の何者でもありません。密閉型キャビネットは音響効率は劣りますが、最も入力信号にを実であ 
り音楽をありのままに巧現するキャビネット巧式です。 

■ モーシヨ ナル •フイードバック （ MFB ) 

独立したサブウーハーの最大の問題点は、群遅延時間の増加です。極端な場合は、バスレフ型でジャズトリオを再生 
するとベースの演奏がを巧ちに聞こえてしまい興醒めしてしまいます。本機で採用した密閉型の遅延はバスレフ型の 
約半分と少ないですが、更なる改善のために振動板の動きを入力信号と同期させる MFB を挂卜けており （60 Hz において 
24 dB ). ベーシストがジャズを的確なテンポでしっかりと下支えしている快感が楽しめます。 

■ 300 W PWM アンプと高速応答リミッターで安定して最大出力音圧 (106 dB /60 Hz ) を実現 

BTL 動作で得た％0 ( W ) の大出力を、アタックタイム 2 mSEC . 读測)、リリースタイム 700 mS に(設計値)の高音質高速 
応答のリミッターでフィードバック制御することにより、パーソナルユースとして十分な最大出力音圧を安定して再生 
します。尚、リミッターの設定は、通常の音楽再生では動作せず、超低域効果音を使った映画の再生時などに動作する 
よラになっています。 

■ VCHPF を駆使した適応制御により、爆発音(超低域大音量効果音)の力感アップ 

大音量再生で最大振幅近くになったウーハーでは、駆動力の低下や支持あの直線性の低下があん超ほ域信号り OHz 
〜 20 Hz ) に重畳されたほ域信号 （40 Hz 〜100 Hz ) は振幅抑圧を受けます。この最大振幅付近のウーハーの挙動を 
VCHPF (た =25 Hz ) で制御することにより、ほ域信号の抑圧は lOdBJ ； (上改善され、 25 cm ウーハー/キャビネット 
/300 W アンプの能力を最大限に発揮して、映画の世巧を堪能することができますにュージック ソース •セレクター= 
MOVIE 設定時の み）。 《 VCHPF : ボリュ-ムコントロール.ハイパスフィルター 

■ アドオン時の最適クロスオーバーを実現 

組み合わせるスピーカーシステムにあわせて、口ーパス•フィルターのクロスオーバー周波数を 40 Hz 〜 140 Hz の範囲 
で連続的にコントロールすることが巧能です。クロスオーノ 'ーポイントの遮断特性は、アドオン使用の際に、もっとも自 
然に合成される 12 dB / oct . に設定し、 270 Hz な上の不要帯域は 36 dB / oct . で遮断してし、るので、クリアーな音場再生が 
可能です。 
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各部のる称と機能 
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1. POWER インジケータ 

内蔵アンプの電源 ON / OFF を表示します。 [ POWER ] スイッ 
チを ON すると点‘なし OFF すると消なします。 

2. [SPEAKER (H に H LEVEL INPUT) INPUT ] 端子 

メイン スピーカーから コー ドを接続し ます。 

3. [SPEAKER OUTPUT (THRU )] 端子 

[SPEAKER INPUT ] の信号をスルー出力します。 

4. [LINE INPUT ] 端子 

アンプのライン出力の CA ピン)を接続します。 

5. [SUBWOOFER INPUT ] 端子 

アンプのサブウーノ 出力 ( RCA ピン)を接続します。 

6. [MUSIC SOURCE SELECTO 閲スイッチ 

ソースに合わせた内部パラメーター設定を3種類用意。ス 
イッチで切り替えることで、最適な音質が選べます。 

[SYMPHONY] 

コンサート会場の広さを感じさせるような、深くゆったりと 
した低巧でクラシックあなどの音楽を楽しめます。 

[ROCK] 

重量感とスピード感'溢れるタイトな低域で ROCK あなどの 
音楽を楽しめます。 

[MOVIE] 

映画の爆発シーンなどで、映像に迫力をちえる超ほ域の効 
果音を、パワフルな再をで楽しめます。 

7. [PHASE 0°,180 °]切り替えスイッチ 

サブウ ー/ \一の位相を切り替えます。 

8. [Low Pass Freq .] 調整つまみ 

□ーパス•フィルターのクロスオーバー周波数を40〜 
1 40 Hz の範囲で調整できます。 

[LP.F. PASS ] スイッチ 

通常はに N ] 側にして本機内蔵のフィルターを使用します。 
本 機内蔵のフィルターを使用せず AV アンプで低域管理を 
行なう時は [ PASSiH 則にして使巧します。 

9. [VOLUME ] 調整つまみ 

本機の出カレベルを調整します。 


10. [LINE OUTPUT ] 端子 

[LINE INPUT ] のし R ミックス信号および [SUB WOOFER 
INPUT ] の信号を出力します。 


11.[AC IN ] コネクタ 

本機に付属の電源 コー ドを接続します。 


12. [P0WE 閲スイッチ 

本 機に内蔵している、ノ《ワーアンプ部の電源をオン/オフ 
します。電源をオン/オフするときは、本機の [ VOLUME ] 調 
整つまみ、および接続しているアンプの出力調整ボリュー 
ムを最小にしてくださし、。 
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接続ち法 


図の接続ちま①〜⑤のいずれ 
かを選択して接続します。 
接続ち法①は、端子の極性ま示 
陆+、黒一)にしたがって結線 
を巧ってください。 

なお 、 SPEAKER (H に H LEVEL ) 
INPUT 端子はバランス回路で構 
成していますので、アンプの出 
力段が BTL 回路などでもを全に 
接続できます。 


接続ちを©: 

メイン スピーカー (RchflIJ) の スピー 
力一端子と CW250 A の SPEAKER 
(H に H LEVEL) INPUT 脚を付属平 
行コードで接続。 


メイン スピーカー 
(Rch 側） 


必ずアンプの電源を 
切ってからコードを 
接続してください。 



接続ちを③： 

アンプの PRE OUT(R) と 
CW250A の LINE INPUT 
( R ) を付属ピンコードで 
接続。 


纖方織： 

AV7 ンプの SUB WOOFER 
OUT と CW2 弓 OA の 5U 目 
WOOFER INPUT をが属ピ 
ンコードで擦続0 


AV アンプ 


基本特性 


LP.F. PASS 特性 


LP.F. fc=90Hz 特性 


LP.F.fc=140Hz 特性 



LP.F. fc=40Hz 特性 





( XCW 250 A の設定: SPEAKER (川 GH LEVEL ) INPUT に入力入力電圧 =2 V V 0 LUME =2 時) 
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組み合わせ例 


1. G 2000二台+ CW 250 A 二台の 2.2 ch アドオン使用例 



前頁接続方法の図「接続ち法①」のように、 G 2000 
の Rch 側端子より、 CW 250 A の SPEAKER (川 GH 
LEVEL ) INPUT Rch 側に接続し Lch 側も同様に接続 
します。 

CW 250 A の VOLUME 及び Low Pass Freq . の設定は 
下の組み合わせまを参考にしてください。 

A 必ずアンプの電源を 
/，\ 切ってからコ-ドを 
/ » \接続してください。 

V_ y 


G 2000 に CW250A をアドオンした特性 



2. 応用例 G 2000二台 +〔 W 250 A - 台 
理想的には前記のように左右に各一台合計二台です 
が、応用例としては Rch のみに CW 250 A を加える、 
G 2000二台 + CW 250 A - 台の方法があります。この時 
の V 0 L 位圏ま、3時までの範囲で調整してください。 

* ク□スオーノ \'一周波数を低く取ると低音楽器の音像 
はメインの G 2000二台でほぼ再現されます。また、クラ 
シックの録音の場合は、超ほ域信号でも位相(時勵情 
報は Lch と Rch で異なるので、合成しないちが本来の音 
場が再生で舌ます。 


G 2000特性 



3. 各機種との組み合わせ表に W 250 A の設定値) 


PHASE Low Pass Freq, VOLUME 

PHASE Low Pass Freq. VOLUME 

GXIOO ■^} .. り .. 

40k_ MIN MAX 

。 300 。 [1^ 鮮る . 攻 . 

40fc_ 1 川 • MIN MAX 

GX102 。进 MS 进 . り . 獲 . 

"ni "IN uu 

G1302 。:# で む巧 .. 

40 心 "0— UIN MAX 

GX103 -Q ； : の .. 

，"A MIN MAX 

G2000 な :: Q: 

40fc_ UIM MAX 

GX250 。进 MS 通 な .. な . 

!"• MIN MAX 



《Low Pass Freq . と VOLUME の 
値は、無響室/4 / T 空間での繫が 
りの設定値です。 CW 250 A をホ 
置きすると、理論上 6 dB 音圧が 
高くなることに加え、部屋のが 
態でイ氏音の聞こえ方は大きく変 
わります。 

実際には、部屋や CW 250 A の設 
置位置などに応じて、お好みで 
微調整をしてください。 
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お手入れする場合の'ま意 


ユニット面/エンク□ージャーの清掃は慎重に！ 

• エンクロージャー表面の汚れは、柔らかい布を中性洗剤で薄めた水に浸し、水分をよく絞ってから 
おくようにしてください。シンナーなどの有機溶剤は絶がに使用しないでください。 

参ユニット 表面にほこりなどが付着した場合には、柔らかいハタキなどで輕く払い取ってください。 
直接手で振動板に触れたり、濡れた布や雑巾などで触れないよラご注意ください。 


アフターサービスについて 


• この製品には保証書が付属されています。 
お買い上げの際に、販売店で所定の事項を記入 
してお渡しします。記載内容をお確かめの上、 
大切に保管してください。 

• 保証期間は、お買い上げ日から]年です。 

期間中は保証書の規定に基づいて、当社 サービ 
ス部門がイ廖理致します。詳細につきましては、 
保証書をご覧ください。 

• 保証期間を過ぎてしまった場合、または保証書 
を紛失した場合の修理については、お買い上げ 
いただいた販売店、または当社営業窓口へご相 
談ください。 


• 保証期間を過ぎてしまった場合でも、修理によ 
って機能が維持できる場合には、お客様のご要 
望により、有料イ餐理致します。 

イ慶理金額の見積り/修理期間などについては、 
お買い上げの販売店または当社営業窓口へご 
相談ください。 

• この製品の補修用性能部品（製品の機能を維持 
するために必要な部品）の最1を保有期間は、製 
造巧ち切り後6年です。 

• 当社営業窓口の所在地、電話番号などは、取扱 
説明書の裏表紙をご覧ください。 


主な仕様 


参型式 
♦アンプ部 

アンプ内蔵サブウーハー 

■実巧最大出力： 

300 WCJEITA 40) 

■入力端子： 

LINE INPUT L ( MONO ) [ RCA ピン] / 入カインピーダンス1 0 kO 从上 

SU 目 WOOFERINPUT [ RCA ピン]/入カインピーダンス lOkO 攻上 
SPEAKERS に H LEVEL ) INPUT / 入カインピーダンス lOkO (バランス受け) 

■出力端子： 

LINE OUT (THRU BUFFER OUT ) / 負荷インピーダンス lOkO 於上 

SPEAKER OUTPUT ( THRU ) 

.機能： 

♦スピーカー部 

PHASE め 718 が)、クロスオーバー (4 日〜1 40 Hz )/ PASS 、 

ミュージックソース•セレクター ( SYMPHONY / ROCK / M 日 VIE ) 、音量調整 

■型式： 

密閉型アコースティック•サスペンション 

•使巧スピーカー: 

25 cm コーンお(簡易防磁型） 

•定格インピーダンス： 

斗〇 

■出力音圧レペル： 

90 dB/wm (JIS BOX ) 

♦最大出力音圧 

106 d 目/6日 Hz (全空間）脯置きは +6 dB ) 

♦消費電力 

50 W 無信号時11 W 

♦外形寸法 

340 ( W ) X 360( H ) X 398( D)mm (サラングリル、端テ含む） 

♦質量 

18 kg 

参付属品 

スピーカーコード (3 m ) 1本、ピンコード (3 m ) 1本、 AC コード 


外お寸法図 



FOSC0X 

フオステクス カンパニー 


( _7オノ•了クスホームぺーソ： http://www.fostex'jp ) 


スピーカプロダクツグループ于 196-0021 ま京都昭島市お蔵野 3-2-35 TEL 042-546-6355 FAX 042-546-6067 


•この製品の規格•外覇などは、改良のため予告なしに変更することがあります。 

参この製品についてのお問い合わせ、当社製あのカタログ等のご請ボは、左記までどラそ'。 


528411 



















































